
 
 

 

 

 

 

19 日、和歌山市にある 12 階建てのビルの屋上

付近から鉄パイプが落下し、近くを歩いていた大阪市

の銀行員（26 歳）の頭部を直撃して死亡する事故が発

生しました。鉄パイプは重さがおよそ５キロで、工事

用の足場の一部として使われ、12 階付近で足場の解体

をしていた際に落下したとみられています。 

同工事では、けが人は出なかったものの、事故の

４日前にも同じように屋上付近から鉄パイプが落下

していたということです。（マスコミ報道等による） 

類似の事故が、平成 28年 10月にも東京都内で発生

し、通行人(77歳)が死亡しています。この機会に、下記及び裏面のチェックリストを活用し

て、安全管理の徹底を図っていただくようお願いします。 

また、ヒヤリハット事故への対処の重要性についても、再徹底をお願いします。 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

足場解体作業時の安全管理の徹底を！ 

建災防宮城県支部 HP 

Ｈ２８年作成 東京労働局労働基準部安全課 リーフレットを引用 

他山の石の事故事例 



 

Ｈ２８年作成 東京労働局労働基準部安全課 リーフレット 


